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いずみさの教育NOW

学 校 園 紹 介

　心豊かな子どもたちへと成長できるように、本校で
はさまざまなとりくみを行っています。その様子を一
部ですが紹介します。
【日新文化祭】2学期の図工の時間に作成した作品を
体育館に展示し、互いに鑑賞しました。日曜参観に合
わせて開催し、保護者にも見ていただきました。1年
生は、学年全員で協力して大きな水族館を作成し、そ
の中で一人ひとりが作成した魚が所狭しと泳いでいま
した。5年生は、泉佐野漁港に写生に行った時の作品
を展示しました。泉佐野漁港で観て、感じたことが作
品に込められていました。子どもたちの作品どれもが
力作ぞろいで、子どもたち一人ひとりの個性が作品に
表現されていました。
【人権講演会】コロナ禍の影響もあり、3年ぶりの開
催となりました。保護者とともに、子どもたちも一緒
にお話を聴かせていただきました。今年度は、盲導犬
ユーザーを講師に招き、盲導犬がやってきて外出する
ことが楽しくなったこと、料
理などの家事ができるように
なったこと、また、街中で盲
導犬ユーザーに出会ったとき
に気をつけてほしいことなど
のお話がありました。
　どちらのとりくみも、子ど
もたちにとって新たな気づきの多い機会となりまし
た。これからもこのようなとりくみを通して、相手を
思いやる心の育成に努めていきます。

　本校の校訓「考える子 た
える子 やりぬく子 助け合
う子 はたらく子」は、現
在も「めざす子ども像」と
して本校の教育の礎となり
脈々と受け継がれています。
今年度は、本校の教育方針

の原点に立ち戻りました。そこで、5つのめざす子ど
も像について、「考える子」は周りに流されず正しく
判断できる子、「たえる子」は何度もチャレンジして
苦手を克服することのできる子、「やりぬく子」は立
てた計画を最後までやりきることのできる子、「助け
合う子」は友だちの立場や考えを受け入れることので
きる子、「はたらく子」は自分の役割や担当に責任を
もって行動できる子というように、子どもたちにわか
りやすい言葉に置き換え、その実現のための目標を決
め、「日根小スタンダード」として、ほめるポイント
を示しました。
　成長を促す指導を貫くこと
で、「仲間づくり」「集団づくり」
に反映され、お互いを尊重し合
える関係性が育まれると考えま
す。みんなで考えた「ひねのん」
の応援ももらいながら、これか
らも子どもたちの健やかな成長
のために努めていきます。

自分も仲間も大切にする子どもの育成をめざして
～日新小学校～

日根小スタンダード
～日根野小学校～
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